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第２章 鎌倉市の食の現状と課題 

 

１ 現状 

 

① 「食育」の認知度 

 「食育」という言葉を知っている人（「言葉も意味も知っている」と「言葉は

知っているが、意味は知らない」）の割合は 84.3％で、全国（74.0％）と比

較して高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国（平成 22 年 12 月）：内閣府 食育の現状と意識に関する調査より（N=1,853） 

  

言葉も意味も

知っている 

  48.4% 言葉は知ってい

るが、意味は 

知らない 

  35.9% 

言葉も意味も 

知らない 

  15.1% 

無回答 

0.6% 

「食育」の認知度 N=1,208 

44.0  

48.4 

30.0  

35.9  

26.0  

15.1 0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国（平成22年12月） 

鎌倉市（平成23年１月） 

「食育」の認知度 

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、意味は知らない 

言葉も意味も知らない 無回答 

「食と健康に関するアンケート調査」（平成 23 年 1 月実施）からみえる食の現状 
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② 「食育」への関心度 

 「食育」に関心がある人（「関心がある」と「どちらかといえば関心がある」）

の割合は 84.0％で、全国（70.5％）と比較して高い傾向にあります。 

（保育園・幼稚園年長組（５歳～６歳）の保護者と 20 歳～70 歳代への設問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国（平成 22 年 12 月）：内閣府 食育の現状と意識に関する調査より（N=1,853） 

 

③ 「食」について大切にしたいこと 

 「食」について大切にしたいことは、「健康的な食生活」、「食事を楽しむこと」、

「感謝の気持ち」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.5 

1.1 

21.7 

26.7 

31.3 

50.0  

54.8 

63.1 

71.0  

84.4 

0 20 40 60 80 100

特にない 

その他 

人とのつながり 

料理の伝承 

地産地消 

マナーを守ること 

旬を食べること 

感謝の気持ち 

食事を楽しむこと 

健康的な食生活 

「食」について大切にしたいこと（複数回答） N=1,208 

% % % % % % 

関心あり 

  41.7% 

どちらかといえば

関心あり 

   42.3% 

どちらかといえば

関心なし 

   14.2% 

関心なし 

  1.6% 

無回答 

 0.2% 

食育への関心度 N=494 

33.4 

41.7 

37.1 

42.3 

14.9 

14.2 

13.2 

1.6 

1.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国（平成22年12月） 

鎌倉市（平成23年１月） 

食育への関心度 

関心がある どちらかといえば関心がある 

どちらかといえば関心がない 関心がない 

無回答 



- 5 - 

④ 朝食頻度 

 朝ごはんをいつも食べている人の割合は 94.0％です。世代別にみると、青

年期が 75.0％、壮年期が 86.0％と、他の年代に比べて低い結果となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 
 

＜年代別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：国＞ 

 

 

 

 

 

 

              出典：（平成 22 年 12 月）内閣府 食育の現状と意識に関する調査 

⑤ 栄養成分表示の参考状況 

 外食でメニューや弁当などを選ぶ際に、栄養成分表示を参考にしている人

（「いつも参考にする」と「たいてい参考にする」）の割合は、31.5％です。 

（20 歳～70 歳代への設問） 

 

 

 

 

 

いつも食べる 

94.0% 

時々食べる 

3.1% 

あまり食べない 

1.3% 

いつも食べない 

1.2% 無回答 

0.4% 

朝食頻度 N=1,208 

94.4  

86.0  

75.0  

92.7  

96.1  

99.2  

1.9 

5.6 

17.5 

3.2 

2.6 

0.4 

1.9 

2.8 

2.8 

1 

5.6 

7.5 

0.9 

0.2 

1.9 

0.5 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢期 

壮年期 

青年期 

思春期 

学童期 

幼児期 

朝食頻度[年代別] 

いつも食べる 時々食べる あまり食べない いつも食べない 無回答 

いつも参考にする 

9.0% 

たいてい参考に 

する 

        22.5% 

時々参考にする 

32.0% 

ほとんど参考に 

しない 

  19.7% 

まったく参考に 

しない 

       15.6% 

無回答 

1.2% 

栄養成分表示の参考状況 
N=244 

ほとんど毎日食べる 

85.4% 

週に４～５日食べる 

3.5% 

週に２～３日食べる 

4.0% 

ほとんど食べない 

7.1% 

朝食頻度 N=1,853 

N=幼児期(250)、学童期(493)、思春期(218)、青年期(40)、壮年期(147)、高齢期(56)、無回答(4) 
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⑥ 野菜の摂取状況 

 １日３回以上野菜を食べている人の割合は、26.1％です。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 朝食の共食頻度 

 朝ごはんを誰かと一緒に食べる子（「家族みんなで食べる」と「家族のだれか

と食べる」）の割合は 82.5％です。年代別にみると、思春期が 62.3％で、他

の世代に比べて低い結果となっています。 

（保育園・幼稚園年長組（５歳～６歳）の保護者と小学校３・６年生と中学２・３年生への設問） 

 

 

 

 

 

 ＜年代別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 食に関わる体験の有無 

 自宅や市民農園などで野菜などを育てている人の割合は、26.6%です。 

（20 歳～70 歳代への設問） 

 

 

 

 

 

  

9.3  

20.0  

24.1  

53.0  

66.9  

67.5  

34.9  

11.2  

4.8  

1.4  

0.8  

2.0  

1.4  

1.0  

1.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思春期 

学童期 

幼児期 

朝食の共食頻度[年代別] 

家族みんなで食べる 家族のだれかと食べる 1人で食べる その他 無回答 

家族みんなで 

食べる 

      18.6% 

家族のだれかと 

食べる 

         63.9% 

１人で食べる 

14.9% 

その他 

1.3% 

無回答 

1.3% 

朝食の共食頻度 N=961 

N=幼児期(250)、学童期(493)、思春期(218) 

１日３回以上 

26.1% 

１日２回 

53.3% 

１日１回 

10.8% 

食べない日もある 

3.6% 

ほとんど食べない 

2.6% 

全く食べない 

2.9% 
無回答 

0.7% 

野菜の摂取状況 
N=1,208 

ある 

26.6% 

ない 

71.8% 

無回答 

1.6% 

食に関わる体験の有無 N=244 
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もらわない 

16.9% 

あまり 

もらわない 

   29.6% 
たまにもらう 

22.9% 

もらう 

30.0% 

無回答 

0.7% 

買い物に行くとき、レジ袋をもらわないようにしている人の割合 

N=1,208 

⑨ 「食」の情報源 

 「食」についての情報源は、「家族」「テレビ・ラジオ」「医療機関」の順と     

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 食べ物を無駄にしないように心がけている人の割合 

 食べ物を無駄にしないように心がけている人（「はい」と「どちらかといえば、

はい」）の割合は、全体で 91.3％です。 

（保育園・幼稚園年長組（５歳～６歳）の保護者と 20 歳～70 歳代への設問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ ゴミ削減への意識 

 買い物に行くとき、レジ袋をもらわないようにしている人（「もらわない」と 

「あまりもらわない」）の割合は、46.5％です。 

 

 

 

 

 

 

 

はい 

47.4% 

どちらかといえば、 

はい 

         43.9% 

どちらかといえば、

いいえ 

         8.1% 

いいえ 

0.2% 

無回答 

0.4% 

食べ物を無駄にしないように心がけている人の割合 

N=494 

1.8 

2.2 

4.3 

8.9 

19.2 

22.4 

22.6 

38.8 

39.5 

53.4 

53.9 

0 20 40 60 80 100

その他 

講習会・講座 

特に得ていない 

お店の人 

インターネット 

友人 

行政機関・学校などのおたより 

新聞・雑誌・本 

医療機関 

テレビ・ラジオ 

家族 

食の情報源 N=1,208 

% % % % % % 
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  健康への意識について 

① 健診を受けているか  

  職場や市の健診を「年１回以上受けている」人の割合は、６割以上です。 

     （20 歳～70 歳代への設問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 「食と健康に関するアンケート調査」（平成 23 年 1 月実施） 

 

② 自分の健康状態に満足しているか？ 

  「満足している」「まあ満足している」人の割合は、８割以上です。 

     （20 歳～70 歳代への設問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 「食と健康に関するアンケート調査」（平成 23 年 1 月実施） 

  

満足している 

23.0% 

まあ満足している 

58.9% 

あまり満足してい

ない 

         15.2% 

満足していない 

2.5% 

無回答 

0.4% 

自分の健康に満足しているか 

N=244 

年１回以上 

受けている 

61.1% 

２～３年に１回は

受けている 

14.3% 

受けていない 

24.2% 

無回答 

0.4% 

健診受診状況 

N=244 

統計からみえる健康の現状 
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  健康診査結果からみた体型 

 鎌倉市で実施した「平成 22 年度の国保特定健診及びキット健診」と厚生労

働省が実施した「平成 22 年国民健康・栄養調査」の結果から、体型を比較し

ています。 

① やせの割合（男・女） 

  「やせ（ＢＭＩが 18.5 未満）」の割合は、男性は市も国も３％前後です。

女性は市の方がやせの比率が高く、全国の１.５倍から２倍になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 22 年度国保特定健診結果（鎌倉市） 

平成 22 年国民健康・栄養調査（全国）  

 

  

3.0  1.8  3.3  4.2  3.0  2.0  2.9  

7.3  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

40歳代男性 50歳代男性 60歳代男性 70歳代男性 

やせ（BMI18.5未満）の割合（男性） 

鎌倉市 国 

18.2  
14.4  

12.0  11.4  11.3  9.8  

6.0  6.7  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

40歳代女性 50歳代女性 60歳代女性 70歳代女性 

やせ（BMI18.5未満）の割合（女性） 

鎌倉市 国 
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② 肥満の割合（男・女） 

  「肥満（ＢＭＩが 25.0 以上）」については、40 歳代・50 歳代の男性の

３人に１人は「肥満」です。男性は、全年代で全国より割合が低い状況です

が、女性は、全年代で全国より割合が高い状況です。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 22 年度国保特定健診結果（鎌倉市） 

平成 22 年国民健康・栄養調査（全国）  

 

※男性は、全国と比べると、やせも肥満も少ない状況です。女性は、全国と

比べると、やせも肥満も多い状況です。ただし、男性は３割前後の方が肥満

の状況で、女性は１割（40 歳代は２割弱）の方がやせの状況です。 

  

12.4  11.1  
13.6  14.5  

11.3  9.8  

6.0  6.7  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

40歳代女性 50歳代女性 60歳代女性 70歳代女性 

肥満（BMI25.0）以上の割合（女性） 

鎌倉市 国 

32.1  
33.4  

25.9  23.1  

35.2  
37.3  

29.9  
27.8  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

40歳代男性 50歳代男性 60歳代男性 70歳代男性 

肥満（BMI25.0以上）の割合（男性） 

鎌倉市 国 
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③ メタボリックシンドローム該当者・予備軍の状況 

  男性では３割以上、女性では１割前後の方が、メタボリックシンドローム

該当者または予備軍に該当しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：平成 22 年度国保特定健診結果（鎌倉市） 

④ キット健診結果の内訳 

  鎌倉市では、20 歳からの成人健診事業の一つとして、20 歳以上 40 歳未

満の方を対象としたキット健診を実施しています。 

  キット健診の検査項目（身長・体重・腹囲、血圧、血液検査）が、基準値

外の人の割合は、６割程度となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  キット健診受診者のうち、男性では肥満の割合が２割弱、女性ではやせの

割合が２割前後となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※やせ・標準・肥満の割合は、キット健診受診時に、本人が申告した身長・体重の 

値から算出しています。  

9.3  

6.4  

2.9  

0.9  

5.5  

4.9  

5.0  

3.2  

85.2  

88.7  

92.1  

95.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳代 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

メタボリックシンドロームの状況（女性） 

該当 予備軍 非該当 

38.0  

40.0  

50.0  

51.0  

12.0  

9.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳代 

20歳代 

キット健診結果判定別内訳 

基準値範囲内 基準値外 基準値から大きくはずれる 

18.2  

20.4  

4.6  

7.5  

72.7  

72.5  

67.5  

70.0  

7.4  

5.3  
15.6  

18.3  

1.7  

1.8  

2.3  

4.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳代女性 

20歳代女性 

30歳代男性 

20歳代男性 

キット健診受診者のやせ・標準・肥満の割合 

やせ 標準 肥満 無回答 

23.7  

24.0  

22.4  

11.8  

18.4  

19.0  

16.8  

20.3  

57.9  

57.0  

60.8  

67.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳代 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

メタボリックシンドロームの状況（男性） 

該当 予備軍 非該当 
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  歯の健康 

① 乳幼児健康診査におけるう蝕の状況について 

う蝕罹患率（むし歯にかかっている子どもの割合）及び１人あたりの平均

う蝕（虫歯）本数は、平成 17 年度に比べて減少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：市町村母子保健報告（平成 12･17･22 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      出典：市町村母子保健報告（平成 12･17･22 年度） 

② 鎌倉市歯周疾患検診の状況 

  平成 22 年に実施した歯周疾患検診の結果から、どの年代も８割以上の方

が、要医療の判定を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：歯周疾患検診結果集計（平成 22 年）  

2.6 2.5 1.8 

10.0 

4.7 4.8 

24.2 21.0 

15.5 

0%

10%

20%

30%

平成12年度 平成17年度 平成22年度 

乳幼児健診におけるう蝕罹患率 

1.6歳児健診 2歳児歯科検診 3歳児健診 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

平成12年度 平成17年度 平成22年度 

乳幼児健診における平均う蝕本数 

1.6歳児健診 2歳児歯科健診 3歳児健診 

本 

13.3  

2.6  

5.4  

11.0  

7.5  

8.5  

1.9  

9.2  

7.3  

4.9  

9.7  

8.5  

84.8  

88.2  

87.3  

84.1  

82.8  

83.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳代 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

30歳代 

20歳代 

鎌倉市歯周疾患検診の状況 

異常なし 要指導 要医療 

N=20 歳代(47)、30 歳代(93)、40 歳代(82)、50 歳代(55)、60 歳代(76)、70 歳代(105) 
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２ 現状と課題のまとめ 

食と健康に関するアンケート調査の結果からは、孤食や欠食の状況は改善傾向

にあることがわかります。しかし、20 歳代・30 歳代男性の朝食欠食率は高く、

改善に向けての取り組みや支援が必要と考えられます。また、食についての情報

は、様々な媒体から発信されているため、１人ひとりが正確な情報を選択する力

が求められています。 

次に、健康診査結果からは、男性は３割前後の人が肥満の状況で、女性は１割（40

歳代は２割弱）の人がやせの状況であることがわかります。カロリー摂取や栄養バ

ランスについて実生活に即した取り組みなど、標準体型をめざすための支援が必要

と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健 康 食 生 活 

●欠食 

●孤食 

●過多・不足

●氾濫 

 

改善に向けて 

食への意識向上 

食に関する正しい知識の習得、実践 

適切な生活習慣の確立 

それぞれの立場で 

1 人 1 人が 

食育の 

推進 

食育の課題 

 

●肥満・やせ 

●栄養バランス 

 のとれた食事 

・適正な体重管理 

・規則正しい食生活 

・バランスのとれた食事の実践 

・地域に根差した食育 

・正確な情報を選択する力 

 

 

情 報 


